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作品情報
タイプ
長編小説

英国での初出
《リピンコッツ》1890年２月号

単行本の出版
『四つの署名』スペンサー・ブラケッ
ト社、1890年10月

主な登場人物
メアリ・モースタン　若い家

ガ ヴ ァ ネ ス

庭教師。

モースタン大尉　メアリの父。

サディアス・ショルトー　イングラ
ンド人紳士。

バーソロミュー・ショルトー　　　
サディアスの双子の兄。

マクマード　ポンディシェリ荘の
ガードマン、門番。

ラル・ラオ　ポンディシェリ荘のイ
ンド人執事。

バーンストン夫人　ポンディシェリ
荘の家政婦。

ショルトー少佐　サディアスとバー
ソロミューの父。

ジョナサン・スモール　英国人。

マホメット・シン、アブドゥラー・
カーン、ドスト・アクバル　ジョナ
サン・スモールの仲間。

トンガ　アンダマン諸島の現地人。

アセルニー・ジョーンズ　スコット
ランド・ヤードの刑事。

モーディケアイ・スミス　蒸気艇
オーロラ号の持ち主。

セシル・フォレスター夫人　メアリ・
モースタンの雇い主。

第７章
殺人犯はクレオソートの中に
うっかり足をつっこんでいた。
ホームズとワトスン、

犬のトービーに臭跡を追わせる。

第11章
ワトスン、取り戻した財宝の箱をメアリに
届ける。しかし、箱は空っぽ。財宝はスモール

がテムズ川に捨ててしまっていた。
メアリとワトスンは互いの思いを打ち明け合う。

第５章
ホームズ、ワトスン、サディ
アスの３人、バーソロミュー
が毒矢で殺され、財宝が
なくなっていることを発見。

第１章
ワトスン、ホームズの薬物
摂取を非難する。

ホームズはワトスンの時計の
来歴を分析してみせる。

第９章
ホームズ、船員に変装して船の

居場所をつきとめ、
警察の蒸気艇を出動させるよう、
アセルニー・ジョーンズ刑事を

説得。

第３章
メアリ、父の書類の中から
「四人のしるし」などと
書き込まれた建物の
見取図を見つけ、
ホームズに見せる。

第10章
日没とともにオーロラ号が

隠れがから出てくる。ホームズ、
ワトスン、ジョーンズ、警察艇で
追いかけ、連れの小男を銃で
倒してスモールを逮捕する。

第２章
メアリ・モースタン、

父親の消息不明と、匿名で
真珠を送ってきていた相手が
会いたがっているという
二重の謎をかかえて、
ホームズに助力を求める。

第８章
トービー、ホームズと
ワトスンを舟着き場へ

連れていく。
スモールはオーロラ号
という蒸気艇を雇って
雲隠れしていた。

第12章
スモール、アグラの財宝に

まつわる話と、
ショルトー少佐が

「四人組」からその財宝を
盗んだ経緯を語る。
ワトスンとメアリ、
婚約する。

第６章
ホームズ、殺人犯は

子どものような体格であり、
一緒にいた片足の男は、
「四人組」のうちのひとり、
ショナサン・スモールだろう

と推測する。

第４章
真珠の送り主サディアス・ショルトー、
メアリの父が死んだいきさつと、
自分の亡き父が手に入れた

「アグラの財宝」を兄のバーソロミュー
が見つけたことを打ち明ける。

1 888年、打ち込める仕事のないホー
ムズはコカインに救いを求め、ワ
トスンに叱

しっ

咤
た

される。だが、依頼
人メアリ・モースタンの訪問とともに、やっ
と解決すべき謎がもたらされた。メアリ
の父モースタン大尉はインド駐留の軍隊
にいたが、ロンドンに一時帰国した10年
前に消息を絶った。当時メアリは父の友
人ショルトー少佐に連絡してみたが、帰
国していたことも知らないと言われた。
その４年後から、彼女のもとに毎年ひと
粒の真珠が届くようになり、今度は謎の
送り主が会いたいと言ってきているのだ。

メアリは、父の財布の中から見つけた紙
をホームズに見せる。四つの十字を横に
つなげたような絵文字と、「四人のしるし
─ジョナサン・スモール、マホメット・
シン、アブドゥラー・カーン、ドスト・ア
クバル」という言葉が書かれていた。
　その晩、ホームズとワトスンはメアリ
に付き添って真珠の送り主に会う。それ
はショルトー少佐の息子、サディアスだっ
た。少佐は死の床で、モースタン大尉が
失踪当夜に訪ねてきたのだが、口論の最
中に事故死してしまったので死体を処分
した、と告白したのだという。少佐と大

尉は箱いっぱいの「アグラの財宝」を手
に入れていたが、双子の息子サディアス
とバーソロミューに財宝の隠し場所を明
かす前に、少佐は息絶えてしまう。この
ときからサディアスが匿名の贈りものを
届けはじめたのだった。
　サディアスはバーソロミューが実家で
財宝の箱を見つけたとホームズたちに教
える。しかし一行が到着してみると、バー
ソロミューは毒矢で殺され、財宝はなく
なっていた。ホームズは、現場にいた義
足の男はスモールであり、その連れが殺
人犯だと推理する。スコットランド・ヤー

ドのアセルニー・ジョーンズ刑事がサディ
アスを逮捕する一方、ホームズはスモー
ルがオーロラ号という蒸気艇を雇って潜
伏していることをつきとめる。
　その夜、オーロラ号が隠れがを出てテ
ムズ河を下りはじめると、ホームズたち
の蒸気艇が追跡を始める。「野蛮人」が
吹き矢で攻撃してくるが、応戦した銃弾
に倒れて船から落ちる。ついにスモール
に追いついたものの、財宝はテムズ川に
沈められていた。スモールの話では、
1857年のインド大暴動の頃、スモール、
シン、カーン、アクバルの４人は人を殺

して手に入れた財宝をアグラの砦
とりで

に隠し
たが、逮捕され、流刑となってアンダマ
ン諸島へ移された。その後、現地軍にい
たショルトー少佐とモースタン大尉に、
財宝の分け前の代わりに自由の身にして
もらったのだが、ショルトーは財宝を持
ち逃げしてしまう。スモールは復

ふく

讐
しゅう

を誓
い、現地人（例の「野蛮人」）を仲間に
して島を脱走し、ショルトーを捜し出し
たのだった。
　物語は、ワトスンがメアリとの婚約を
ホームズに知らせる明るいシーンで幕を
下ろす。▪

四つの署名ホームズの初期の冒険


